
高柳健次郎賞・研究奨励賞・科学放送高柳賞 2019年度贈呈式

末松安晴理事長の挨拶から

高柳健次郎財団は１９８４年に高柳健次郎博士が私

財を寄付され当時の旧日本ビクター、松下電器のご

寄付が加わり設立された財団で、２０１０年に公益財

団法人に認可されています。 

 本財団は、電子科学技術の分野で優れた成果を 

挙げた研究者を顕彰させていただくと同時に、 高柳

先生が若い頃に研究費で大変苦労されたことから 

若い研究者の研究を支援させていただいています。 

また、広く国民に科学技術への関心を喚起したいと

いうことから、科学映像の顕彰を行っています。 

創立者の高柳健次郎博士は27才の若さで、今から 

94年前の 1926 年 12月25日に、世界で初めてブラウン管上に「イ」の字を電子映像として映しだすことに成功し

ました。周りの方々にもご覧にいれたと書いておられます。

このブラウン管上に「イ」の字を表示するという世界最初の偉業が元になって、　今日、TV、コンピューターとの

インターフェースそして、スマートフォンなどの電子映像時代の幕開けとなり、その成果は今日にも脈々と生き続

け、社会に大きな影響を与え続けています。 

 贈呈式は今回で35回目になります。科学放送の方は50回目になります。今回は、高柳健次郎賞に福島邦彦

博士 ファジイシステム研究所が選ばれています。おめでとうございます。また、高柳健次郎業績賞には、東工

大 岡田健一博士並びに出光興産 舟橋正和氏が選ばれています。さらに、科学放送高柳賞には、3つの機関、

日本放送協会、南海放送（株）、（株）BSフジの映像が選ばれています。

高柳健次郎賞・研究奨励賞・科学放送高柳賞を受賞された皆様と



高柳健次郎賞の選考経過報告 羽鳥光俊委員長

高柳健次郎業績賞を受賞された
舟橋正和氏（出光興産 電子材料部）

高柳健次郎業績賞を受賞された
岡田健一氏（東京工業大学 教授）

科学放送高柳賞の審査経過報告 餌取章男委員長 高柳健次郎賞受賞 福島邦彦氏（ファジイシステム研究所）



研究奨励賞を受賞された孫 鶴鳴次席研究員 研究奨励賞を受賞された西辻 崇助教

科学放送高柳賞 最優秀賞受賞 日本放送協会青柳氏 科学放送高柳賞 優秀賞受賞 南海放送 荻山氏

科学放送高柳賞 優秀賞受賞 BSフジの皆さま 来賓挨拶をされる中沢 正隆電子情報通信学会会長



最優秀賞「寝たきりからの復活～密着！驚異の再生医療」の映像と挨拶される青柳由則チーフ・ディレクター

福島邦彦博士よる高柳健次郎賞 受賞記念講演テーマ
「ニューラルネットワークの先駆的研究とパターン認識への応用」

科学放送賞50年を振り返って
　　　　　　　餌取審査委員長



高柳健次郎賞・研究奨励賞・科学放送高柳賞 受賞祝賀会

来賓挨拶  相澤清晴映像情報メディア学会会長　　　来賓挨拶および乾杯 辻井重男様（高柳健次郎賞受賞者）

受賞祝賀会 会場 

優秀賞
「ハイスクールは
　　水族館！！」の
映像と挨拶される

荻山雄一
    制作局制作部
　　マネージャー

優秀賞
「ガリレオX宮大工千
年の技失われ行く工
匠の知恵を守れ」の
　映像と挨拶される　

　　森口郷志　　
番組制作部
マネージャー


